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環 創 環 評 第 4 6 号  

平成 27 年５月 20 日  

 

方 法 市 長 意 見 書 

 

 （仮称）小柴貯油施設跡地公園整備計画に係る環境影響評価方法書（以下「方法書」とい

う。）に関する横浜市環境影響評価条例第 21 条第１項に規定する環境の保全の見地からの意

見は、次のとおりです。 

 

                   横浜市長 林   文 子 

 

１ 都市計画対象事業の概要 

(1) 都市計画決定権者及び当該対象事業を実施しようとする者の名称等 

 ア 都市計画決定権者 

 名 称：横浜市 

 代表者：横浜市長 林   文 子 

 住 所：神奈川県横浜市中区港町１丁目１番地 

 イ 当該対象事業を実施しようとする者 

 同上 

 

(2) 都市計画対象事業の名称及び種類 

  名 称：（仮称）小柴貯油施設跡地公園整備計画（以下「本事業」といいます。） 

種 類：運動施設、レクリエーション施設等の建設（都市公園の新設） 

   （横浜市環境影響評価条例に規定する第１分類事業） 

 

(3) 都市計画対象事業実施区域 

横浜市金沢区柴町、長浜及び並木三丁目地内（以下「計画地」といいます。） 

 

(4) 事業の目的 

小柴貯油施設跡地は、昭和 23 年に米軍により接収され、平成 17 年に返還されるま

で 34 基のタンクに航空機燃料が備蓄されていた約 53 ヘクタールの米軍基地の跡地で

す。横浜市では、「横浜市米軍施設返還跡地利用行動計画」において、小柴貯油施設跡

地を都市公園として整備することと定めており、市民からは、段階的な公開を含めた
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早期の供用開始を求められています。 

そこで、本事業は、当該敷地内の豊かな自然を保全し、市民のレクリエーションの

場として活用することを目的として、広域公園（広域のレクリエーション需要を充足

することを目的とする都市公園）を整備するものです。 

 

(5) 事業の内容 

 ア 計画地の敷地面積等 

  (ｱ) 敷地面積：約 55.6 ヘクタール 

  (ｲ) 形質変更区域面積：約 19.8 ヘクタール 

  (ｳ) 都市計画区域：市街化区域（用途地域は主に工業専用地域）及び市街化調整区        

   域 

 イ エリア構成と主な施設 

  (ｱ) 緑の広場空間創造エリア（海側低地） 

    平坦な地形を生かした広場を中心とした空間とし、管理センターや駐車場など 

   の管理施設を配置する。                             

   (ｲ) 里山空間再生エリア（南側谷戸） 

     生物の生息環境の再生や市民協働による樹林地の保全を行いながら、農体験も 

    できる里地里山空間の再生を目指す。 

   (ｳ) 自然環境保全エリア（北側谷戸） 

     旧来の樹林地など自然環境の保全を基本とする。 

   (ｴ) 活動・体験・学習エリア（丘陵上部平坦地） 

     地下タンクなどの処理を行いながら、緑の再生を図るとともに、緑や環境に係 

    る様々な活動や体験、学習の場を目指す。 

 

２ 地域の特性 

 計画地は、金沢区のほぼ中央部に位置しています。計画地周辺の東側は埋立地、西側

は丘陵地で、南北方向に旧海岸線の段丘が伸びています。 

 計画地は、市街化区域と市街化調整区域（計画区域南部の一部）に分かれていて、市

街化区域の用途地域は、工業専用地域に指定されています。また計画地周辺は、東側の

埋立地のほとんどが工業地域に指定され、工場や物流倉庫、研究機関等が立地しており、

西側の丘陵地は住居系の用途地域に指定され、住宅地として利用されています。 

 計画地周辺は、首都高速湾岸線の幸浦出入口、横浜横須賀道路の堀口能見台インター

チェンジと並木インターチェンジに近く、国道 16 号線が西側に、国道 357 号線が東側に

伸びています。また、京浜急行電鉄線が西側に、金沢シーサイドラインが東側に運行し

ており、最寄駅は、京浜急行電鉄線の能見台、金沢シーサイドラインの幸浦及び産業振
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興センターです。 

 計画地の植生は、東側の低地や貯油タンク周辺がススキやチガヤ群落などの草地群落

となっている以外は、主にコナラ群落を主体とした林相になっています。 

 計画地周辺は、横浜市唯一の海水浴場である海の公園や、運動公園の長浜公園、歴史

公園の長浜野口記念公園、緩衝緑地の金沢緑地などが旧水際線沿いに連なっています。     

 計画地は、上記の公園緑地を始めとした称名寺・円海山に連なる緑地環境の一部を構

成しています。 

 

３ 審査意見 

環境影響評価の実施にあたっては、事業の内容及び地域の特性を考慮し、方法書に記

載された事項に加え、次に示す事項に留意する必要があります。 

 

(1) 事業計画 

ア 旧海岸線の海食崖 

  旧海岸線の海食崖には、崖地特有の植物群落が存在し、また旧来の地形構造を残

しているなど貴重な場所であるため、安全性を最優先に配慮したうえで、海食崖の

保全活用を検討してください。また安全の面から海食崖の保全が難しい場所につい

ては、植物の移植・地層の剥ぎ取り標本などの措置を検討してください。 

イ 計画地の歴史 

  接収された歴史を残す場所として、計画地の活用を検討してください。 

ウ 防災機能 

  市民意見や地域防災計画を踏まえながら、防災機能を持つ公園として計画し、そ

の内容を準備書に記載してください。 

エ 園内の移動手段 

  計画地は、広い公園で園内の高低差があるため、園内の移動手段について検討し

てください。 

オ ヒートアイランド軽減効果 

  計画地は、ヒートアイランド軽減効果の見込める緑地であるため、熱環境的な面

からの重要性を準備書に記載してください。 

 

(2) 環境影響評価項目 

 ア 評価項目全般 

   整備スケジュールが長期にわたり、工事中の部分供用が計画されているため、各 

  評価項目の工事中・供用時の予測時期について整理したうえで、準備書に分かりや 

  すく記載してください。 
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イ 工事中 

    (ｱ) 水質・底質 

     地下水の調査地点について、地下水の流向を勘案し工事の進捗状況にあわせて

調査地点を見直すなど、適切な地点で調査が行われるよう検討してください。 

   (ｲ) 土壌 

     市民等の安全・安心に資するため、ベンゼン・鉛といった有害物質の由来を準

備書に記載してください。また土壌汚染調査結果についても、準備書に分かりや

すく記載してください。 

      (ｳ) 安全 

    ａ 斜面崩壊については、これまでに行われた地形の改変の影響や調査結果を勘 

     案して、全エリアの工事を完了した時点だけでなく、エリア毎の工事を完了し 

     た時点でも予測してください。 

ｂ 斜面については、自然環境に配慮しつつ、確実に安全が確保できるよう保全 

 措置を検討してください。 

ウ 供用時 

 (ｱ) 水質・底質 

   地下水については、事後調査項目として選定する旨、準備書に記載し、適切な 

  調査地点・調査対象物質を検討してください。 

(ｲ) 安全 

 斜面については、自然環境に配慮しつつ、確実に安全が確保できるよう保全 

措置を検討してください。 


